
艮

一
九
八
八
年

l
月
よ
り

幸

一
九
八
八
年

二

一月
ま
で

研

究

状

況

班

研

究

東

方

部

古
史
新
設

班
長

林

巳
奈
夫

前
年
に
ひ
き
つ
づ
き
'
中
国
新
石
器
時
代
か
ら
秦
漠
時

代
ま
で
の
'
出
土
資
料
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
'
班

員
の
研
究
襲
表
を
､
隔
週
で
お
こ
な

っ
て
い
る
｡
前
岡
の

｢
中
国
文
明
の
諸
源
流
｣
班
を
ふ
く
め
て
'
首
班
で
襲
表

さ
れ
た
も
の
の
う
ち
'
い
く
つ
か
を
へ

『
古
史
春
秋
』
第

五
親
と
し
て
公
刊
の
濠
定
o

中
国
近
世
の
法
制
と
社
禽

班
長

梅
原

郁

唐
律
お
い
て
の
1
つ
の
ピ
ー
ク
に
達
し
た
中
国
の
法
制

は
､
所
謂

｢律
令
制
度
｣
と
の
関
わ
り
の
面
か
ら
'
従
来

よ
り
日
本
で
も
多
く
の
研
究
者
の
関
心
を
引
き
つ
け
て
き

た
｡
ま
た
､
元
代
の
法
制
に
関
し
て
は
'
『
元
典
責
』
『
通

制
僕
格
』
な
ど
を
通
し
て
本
研
究
所
で
も
優
れ
た
研
究
成

果
を
あ
げ
て
き
た
｡
し
か
し
､
そ
の
中
閲
に
あ
り
'
し
か

も
中
国
法
制
史
に
お
け
る
荘
目
す
べ
き

エ
ポ
ッ
ク
で
も
あ

る
末
代
の
法
制
に
つ
い
て
は
'
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
十
分

に
究
明
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
｡
本
共
同
研
究
で
は
'

南
朱
の

『慶
元
俵
法
事
類
』
と
'
最
近
そ
の
存
在
を
知
ら

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
明
板

『
名
公
害
列
清
明
集
』
の
合
講

を
通
じ
て
'
律
令
時
代
か
ら
救
命
時
代

へ
の
移
行
､
地
方

嚢

報

末
端
で
の
勅
令
の
具
鰹
的
運
用
等
の
問
題
を
､
様
々
な
鋭

角
か
ら
考
究
す
る
｡
現
在
､
毎
週

『
僕
法
事
類
』
と

『清

明
集
』
と
を
交
互
に
読
み
な
が
ら
'
問
題
鮎
を
検
討
し
っ

つ
､
現
代
語
詩
と
詳
注
を
作
成
し
て
い
る
｡
本
年
は
前
者

を
巻
九

･
職
制
門
六
ま
で
'
後
者
を
巻
三
･
文
事
門
ま
で

責
了
し
た
｡

中
開
科
挙
史
文
戯
研
究

班
長

山
田

慶
兄

1
九
八
七
年
度
か
ら

｢
中
国
科
学
史
文
献
研
究
｣
班
を

組
織
し
､
三
か
年
の
預
定
で
､
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
取
り
上

げ
て
こ
な
か
っ
た
諸
種
の
文
献
の
検
討
を
進
め
て
い
る
｡

と
り
あ
げ
る
文
献
は
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
る
｡

l
つ
は
'

最
近
出
土
し
た
科
挙
文
献
の
う
ち
'

『
新
妻
現
中
国
科
学

史
資
料
の
研
究

･
語
注
篇
』
を
公
刊
し
た
時
鮎
以
後
に
公

表
さ
れ
た
も
の
｡
こ
れ
は
す
で
に
評
注
の
作
成
を
終
え
て

お
り
､
前
掲
書
の
補
遺
と
し
て
'

『
東
方
学
報
』
に
掲
載

す
る
濠
定
で
あ
る
｡

1
つ
は
'
中
国
科
学
の
個
個
の
達
成

よ
り
も
む
し
ろ
'
中
図
科
学
の
方
法

･
思
想

･
組
織
､
あ

る
い
は
外
聞
の
知
識
の
受
容
過
程
な
ど
が
よ
-
わ
か
る
､

科
挙
の
す
べ
て
の
分
野
に
わ
た
る
文
献
o
こ
れ
ま
で
に
数

学
､
天
文
学
'
本
草
'
建
築
な
ど
の
文
献
教
種
を
読
み
す

す
ん
で
き
た
O
合
講
に
と
り
あ
げ
た
文
献
は
讃
注
を
作

っ

て
編
集

･
出
版
し
､
ま
た
別
に
研
究
論
文
も
順
次

『東
方

学
報
』
に
襲
表
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
｡
な
お
､

『
閲
元
占
経
』
に
つ
い
て
も
'
と
り
あ
え
ず
引
用
書
目
索

引
を
作
成
す
る
濠
定
で
あ
る
｡

こ
の
期
間
中
に
お
こ
な
わ
れ
た
研
究
報
告
は
左
記
の
通

り
で
あ
る
｡

二
月

九
日

四
月
二
六
日

五
月
三

一
日

七
月

一
二
日

九
月
二
〇
日

九
月
二
七
日

一〇
月

四
日

1
0
月

二

日

一
〇
月

一
八
日

三
統
暦
と
劉
歓
の
世
界
観
州
原

秀
城

華
棺
に
つ
い
て

山
田

慶
見

目
本
給
墓
史
に
お
け
る
需
賓
の
問
題

佐
々
木
亀
甲

『黄
帝
内
絶
大
素
』
の
撃
寧
思
想

村
上

嘉
賓

張
衡

『
滞
儀
荘
』

『
揮
儀
固
注
』
に
つ

い
て

新
井

曹
司

本
草
の
起
源

山
田

慶
兄

明
末
万
民
学
派
の
成
立
お
よ
び
そ
の
主

張

漏

錦
柴

中
国
の
無
限
小
解
析

川
原

秀
城

『哲
民
要
衝
』
に
お
け
る
五
穀
と
五
木

小
林

清
市

経
書
暦
法
考

武
田

時
昌

『薫
育
内
経
明
堂
』
に
関
す
る
知
見

楼
井

託
介

大
行
暦
の
惑
星
計
算
法

宮
島

一
彦

唐
代
に
お
け
る
石
鍾
乳
服
用
の
流
行
に

つ
い
て

坂
出

群
伸

『
墨
子
』
城
守
諸
篇
の
築
城
工
程

田
中

淡

1
0
月
二
五
日

『
馨
心
方
』
牛
井
家
本
の
1
考
察

杉
立

義

一

1
1月
1
日

『黄
帝
内
経
太
素
』
の
中
の
経
穴
に
つ

い
て

高
島

文

一

釜
石
再
精
鉄
に
つ
い
て

三
宅

宏
司

二
月

八
日

崇
顧
改
暦
に
お
け
る
望
遠
鏡
の
位
置

橋
本

敬
造

N
e
w

T

r
e
n
d

i
n

R
e

se
a
rch
o

f

C
h
i
n

ese
A

n
c
ie
n

tA
s
t
r
o
n
o
m
y

徐

振
轟

六
〇
九



東

方

畢

報

二

月
二
二
日

窒
素
術
と
さ
ま
ざ
ま
な
濠
知坂
出

群
伸

へ

中
国
数
学
史
の
分
期
に
つ
い
て
川
原

秀
城

1
7
月
二
九
日

漠
代
に
お
け
る
思
想
と
科
挙武
田

時
昌

〓

1月

1
三
日

揮
天
童
統
星
象
全
国
に
つ
い
て
宮
島

1
彦

文
人
の
生
活

班
長

荒
井

健

1
九
八
六
年
度
よ
り
向
う
五
年
の
預
定
で
'
蕃
中
国
の

文
人
の
生
活
全
般
に
つ
い
て
､

｢
江
南
文
人
の
研
究
｣
班

の
成
果
を
ふ
ま
え
'
精
神
的

･
物
質
的
両
面
か
ら
綜
合
的

な
検
討
を
行

っ
て
み
ょ
う
と
い
う
目
的
で
'
木
研
究
班
を

謀
足
さ
せ
る
O
善
江
南
文
人
班
よ
り
は
l
膚
贋
範

･
包
括

的
な
テ
ー
マ
を
あ
え
て
掲
げ
た
の
は
､
班
員
お
の
お
の
の

閲
心
の
あ
り
よ
う
か
ら
し
て
'
研
究
封
象
を
む
し
ろ
限
定

し
な
い
ほ
う
を
よ
し
と
考
え
た
の
で
あ
る
｡
研
究
の
進
め

か
た
と
し
て
は
'
蕃
班
と
同
じ
く
'
下
記
の
と
お
り
各
分

野
の
報
告
と
並
行
し
て
'

1
七
世
紀

･
明
末
の
代
表
的
な

文
人
趣
味
文
献
た
る
文
震
亨

｢
長
物
志
｣
の
合
講
を
清
け

る
｡
今
期
は
巻
五
･
七

二

二
を
讃
了
し
た
〇

二
月

五
日

蔵
書
の
話

井
上

進

五
月
二
七
日

叡
山
文
庫
に
て
親
書

六
月

一
七
日

晋
東
南
の
寺
廟

(
ス
ラ
イ
ド
使
用
)

由
中

淡

八
月
二
六
日

京
樽
所
蔵
明
清
文
入
善
重
賞
玩

一
二
月

九
日

骨
布
川
寛
氏
に
聞
-

｢
中
国
の
文
物
新

知
見
｣

(
ス
ラ
イ
ド
使
用
)

目
録
撃
の
諸
問
題

班
長

尾
崎
雄
二
郎

今
年
度
'
｢
日
録
挙
の
諸
問
題
｣
班
の
目
録
班

(
A
班
)

で
は
'
前
年
度
に
引
渡
き
黄
玉
烈

『
士
薩
居
蔵

書
題
紋

記
』
の
合
講
を
進
め
た
｡

一
万
㌧
小
学
班

(
B
班
)
は
'
語
学
を
テ
ー

マ
と
す
る

各
班
負
の
研
究
報
告
を
行
な
っ
た
.

国
民
革
命
の
研
究

班
長

狭
閲

直
樹

1
九
八
三
年
に
開
始
し
た
本
研
究
班
も
'
今
年
度
を
も

っ
て
終
了
し
た
｡
こ
の
研
究
班
を
運
営
す
る
こ
と
に
ょ
っ

て
得
ら
れ
た
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
お
っ
て
牽
表
す
る
預

定
で
あ
る
が
'
な
お
残
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
は
'
次
の

｢
1
九
二
〇
年
代
の
中
園
｣
研
究
班
で
の
課
題
と
し
た
い
0

1
月
二
二
日

清
未
民
初
に
お
け
る
刑
法
改
正
を
め
ぐ

る
論
争

小
野

和
子

一
月
二
九
日

辛
亥
革
命
前
後

(
一
九

〇
三
L

一
九

一

三
)
の
中
国
婦
人
組

織
馬

燕

二
月

五
日

茶
元
培
研
究

石
田

米
子

二
月

一
二
日

1
九
二
〇
-
三
〇
年
代
に
お
け
る
郷
村

数
育

運
動

新
保

敦
子

f
九
二
〇
年
代
の
中
国

班
長

狭
聞

直
樹

木
研

究
班
は
､
い
わ
ば

｢
国
民
革
命

の
研
究
｣
班

の

〝裏
〟
と
し
て
'
同
研
究
班
の
成
果
を
ふ
ま
え
な
が
ら
､

封

象
と
す
る
時
期
を
し
ぼ
り
t
か
つ

｢
二
〇
年
代
｣
と
い

う
新
し
い
鋭
角
か
ら
研
究
を
す
す
め
よ
う

と
す
る
も
の
で

あ
る
｡
各
班
員
が
､
政
治

･
経
済

･
敢
脅

･
思
想

･
文
化

史
な
ど
の
諸
テ
ー
マ
に
つ
き
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
-
こ

と
は
以
前
と
同
様
で
あ
る
｡
な
お
､
五
月
二
七
日
の
牛
大

勇
氏

(北
京
大
学
歴
史
系
講
師
)
と

二

月

一
一
日
の
段

雫
華
氏

(中
山
大
挙
歴
史
系
教
授
)
は
'
そ
れ
ぞ
れ
'
本

研
究
所
来
訪
の
横
合
に
研
究
報
告
を
お
願
い
し
た
も
の
で

あ
る
｡
ま
た

1
0
月
二
八
日
の
合
に
も
田
斗
基
氏

(
ソ
ウ

ル
大
学
歴
史
学

部
数
授
)
に
出
席
し
て
い
た
だ
い
た
.

四
月
二
二
日

｢
1
九
二
〇
年
代
の
中
国
｣
研
究
班
を

始
め
る

に
常
た
っ
て

狭
開

直
樹

五
月

六
日

民
族
工
業
に
と

っ
て
の
一
九
二
〇
年
代

森

時
彦

五
月

1
三
日

五
四
運
動
と
上
海
努
働
老

五
月
二
〇
日

五
月
二
七
日

六
月

三
日

六
月

1
0
日

六
月

1
七
日

六
月
二
四
日

七
月

1
日

九
月
三
〇
日

1
0
月

1
四
日

7
0
月
二
一
日

1
0
月
二
八
日

1
1
月

四
日

1
7
月

二

口

二

月

1
八
日

1
1
月
二
五
日

二

一月

二
日

1
二
月

九
日

六
朝
道
教
の
研
究

六
一
〇

江
EB

憲
治

五
四
運
動
の
組
織
論

小
野

倍
爾

T
九
二
六
-

1
九
二
七
年
贋
州

･
武
漢

政
府
的
外
交
政
策

牛

大
勇

清
末
の
中
国
人
の
日
本
留
学
に
つ
い
て

ク
リ
-
デ
ス
コ
ル
テ

中
国
共
産
案
と
呉
楓
芋

松
尾

洋
二

漸
南
五
四
運
動
再
論

清
水

稔

｢
神
泉
薙
姐
｣
と
そ
の
作
家
I
穆
儒
巧

に
つ
い
て

村
田

裕
子

隣
甘
寧
遺
臣
の
工
業
合
作
運
動
菊
池

1
九
二
〇
年
代
中
園
の
青
年
像
中
島

劉
師
培

『
天
義
』

･
『衡
報
』
内
藤

茅
盾
初
期
小
説
に
お
け
る
性
愛
三
枝

一
隆

勝
佳

明
子

茂
人

関
斗
基
編

『国
民
革
命
指
導
者
句
思
想

ヰ
行
動
』
紹
介

森

悦
子

贋
東
の
農
民
運
動
と
械
闘
蒲

孫
中
山
輿
陳
桐
明
的
合
輿
離段

清
末
賓
業
新
政
の
効
果
に
つ
い
て

林
原

｢
毛
滞
京
の
思
想
｣
と
そ
の
現
在

北
村

稔

い
わ
ゆ
る

｢
用
中
上
奏
文
｣
を
め
ぐ

つ

古
屋

哲
夫

現
代
中
国
と
信
教
の
自
由
土
屋

英
雄

班
長

吾
川

忠
夫



蔓
足
よ
り
三
年
め
を
む
か
え
た
本
研
究
班
は
'
梁
の
陶

弘
景
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た

『虞
詰
』
七
篇
全
二
〇
巻
中
'

第

l
巻
か
ら
第
五
巻
ま
で
と
第

一
九

･
二
〇
巻
と

の
評
注

を
お
え
て
い
る
｡
六
朝
道
教
の
賓
柏
究
明
を
目
的
と
し
て
､

今
後
も
ま
た
所
の
内
外
二
〇
名
は
ど
の
班
員
と
の
合
議
を

つ
づ
け
な
が
ら
へ
研
究
委
表
も
ま
じ
え
て
ゆ
-
預
定
で
あ

る
｡
中
国
中
世
の
文
物

班
長

嘱
波

護

本
研
究
班
で
は
昨
年
に
引
き
つ
づ
き
'
隔
週
水
曜
日
の

研
究
合
で
､
秦
漠
か
ら
五
代
に
至
る
時
代
の
出
土
文
物
に

関
す
る
班
員
の
研
究
襲
表
が
行
な
わ
れ
た
｡
八
八
年
の
吏

蓑
題
目
は
以
下
の
と
お
り
｡

一
月
二
〇
日

二
月

三
日

二
月

1
七
日

四
月
二
七
日

五
月

一
八
日

六
月

1
日

六
月

1
五
目

六
月
二
九
日

九
月
二
一
日

一
〇
月

五
日

l
〇
月

一
九
日

一
一
月

一
六
日

l
二
月

七
日

百
常
塔
陀
羅
尼

勝
村

哲
也

北
斉

･
隅
の
石
窟
寺
院

骨
布
川

寛

唐
代
太
原
城
の
規
模
と
構
造愛
宕

元

高
歩
と
歩
綱

賓
谷

邦
夫

居
延
湊
簡
に
見
え
る
物
資
の
輪
速
に
つ

い
て

佐
原

康
夫

唐
代
後
期
の
地
方
財
政
-

州
財
政
を

中
心
に
-

渡
追
信

一
郎

王
杖
十
衛
と
王
杖
詔
書
筋
富
谷

至

吐
魯
番
出
土
の
随
葬
衣
物
疏洩
見
直

一
郎

新
暦
害
と
史
料

北
京
留
単
記

唐
の
玄
宗
御
荘
三
種

漢
代
墓
懐
石
に
つ
い
て

西
晋
の
墓
誌

中
砂

明
徳

長
部

焼
弘

吉
川

忠
夫

角
谷

常
子

福
原

啓
朗

四
1
八
世
紀
の
中
央
ア
ジ
ア
と
イ
ン
ド班
長

東
山

正
進

一
九
八
六
年
四
月
よ
り
五
年
計
量
で
開
始
し
た
研
究
班

の
目
標

(東
方
学
報
第
五
十
九
筋
､
六
〇
四
頁
参
照
)
の

う
ち
へ

『社
五
天
竺
固
停
』
の
現
代
語
諸
と
荘
樺
と
の
作

成
は
､
八
八
年

一
月
よ
り
二

一月
ま
で
の
期
間
に
'
烏
長

園
よ
り
最
後
の
安
西
ま
で
の
記
事
を
終
了
し
た
｡
捨
常
者

は
､
小
野
浩

･
井
谷
鋼
造

･
森
安
孝
夫

･
稲
葉
穣

･
杉
山

正
明

･
乗
山
正
進
で
'
現
代
語
讃
及
び
語
注
と
､
内
容
荘

と
を
各
人
が
捨
常
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
両
者
の
精
度
を

増
す
こ
と
に
つ
と
め
た
.
テ
キ
ス
ト
は
'
ペ
リ
オ
･
羽
田

共
編

『敦
煙
遺
書
』
上
筋
分
に
基
き
'
羽
招
亨

｢慧
超
往

五
天
竺
園
俸
逆
録
｣

･
W
.
F
u
c
h
s､
H
u
e
ich
.ao
's

P
itg
erreise
d
u
rch
N
o
rd
w
es
t･)n
dienu
nd
Zentral
･

A

sie
n
u
rn
726
を
参
照
し
て
い
る
o
な
お
五
月
l
六
日
に

は
パ
キ
ス
タ
ン
考
古
局
北
部
塘
普
部
長

M
.R
,M
u
g
h
a
l

博
士
の
パ
キ
ス
タ
ン
考
古
学
の
現
況
に
関
す

る
報
告
､
五

月
三
〇
日
に
は
ユ
ル
-
ク
ー
ジ
ュ
博
物
館
中
央
ア
ジ
ア
課

長

B
.
M
a
rsh
a
k

教
授
の
ピ
ア
ソ
ジ
ケ
ン
ト
吏
掘
報
告
､

並
び
に
国
立

東洋美術
館
古
代
美
術
部
長
A
.M
.L
e
sk
ov

教
授
の
ス
キ
タ
イ
墳
墓
の
著
掘
報
告
が
あ
っ
た
0

日

本

部

近
代
日
本
の
政
治
運
動

班
長

古
屋

哲
夫

こ
の
研
究
班
は
尊
王
撰
夷
運
動
か
ら
昭
和
初
期
の
社
食

運
動
ま
で
､
近
代
日
本
の
諸
種
の
政
治
運
動
を
比
較
研
究

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
政
治
運
動
が

生
起
す
る
僕
件
に
は
'
政
治
鰹
制
の
集
権
化
､
議
合
の
制

度
化
'
改
案
政
治
の
進
展
'
種
々
の
社
食
集
園
の
政
治
化

な
ど
の
政
治
構
造
の
襲
化
が
あ
る
が
'
こ
う
し
た
挙
動
に

ょ
っ
て
生
成

･
展
開
し
て
-
る
政
治
運
動
を
比
較

･
検
討

す
る
観
鮎
と
し
て
'
運
動
の
組
織

･
綱
領
の
作
成
､
財
政

基
盤
､
組
織
指
導
の
あ
り
方
等
を
と
り
あ
げ
､
政
治
運
動

に
共
通
す
る
特
質
を
さ
ぐ
り
､
同
時
に
近
代
日
本
の
政
治

そ
の
も
の
の
特
徴
を
追
求
す
る
｡

秦

近
代
日
本
の
ア
ジ
ア
認
識

班
長

古
屋

哲
夫

本
研
究
は
'
近
代
日
本
に
お
い
て
ア
ジ
ア
と
い
う
言
葉

が
､
ど
の
よ
う
な
情
報
に
も
と
づ
き
'
ど
の
よ
う
な
目
的

の
も
と
に
使
用
さ
れ
て
き
た
か
を
'
明
ら
か
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
｡
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
､
侶
ア
ジ
ア

か
ら
の
情
報
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
る
道
筋
と

仕組
'
伺

日
本
人
の
ア
ジ
ア
へ
の
要
求
の
あ
り
方
と
進
出
の
仕
方
'

伺
ア
ジ
ア
の
観
念
を
利
用
し
た
日
本
人
の
国
民
的
使
命
観

の創
出
t
な
ど
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
｡

国
民
文
化
の
成
立
‥
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
諸
相

班
長

飛
鳥
井
雅
道

本
研
究
班
は
八
七
年
度
を
も

っ
て
終
了
し
た
｡
こ
の
年

度
に
お
け
る
各
メ
ン
バ
ー
の
蒙
表
は
'
そ
れ
ぞ
れ
報
告
書

を
意
識
し
た
も
の
に
な
っ
た
｡
八
八
年

一
二
月
現
在
､
以

下
の
論
考
が
提
出
さ
れ
て
お
り
'
番
外
の
研
究
合
を
組
織

し
て
検
討
を
行
う
濠
定
で
あ
る
｡

｢法
隆
寺
の
費
見
｣

(井
上
)

｢
明
治
年
閲
に
現
れ
た
教
育
勅
語
再
検
討
論

(慣
題
｣)

(小
股
)

｢公
民
権
･
名
著
職
制

･
等
級
選
挙
制
-
地
域
社
食
編

成
か
ら
み
た
明
治
憲
法
腔
制
-
｣

(奥
村
)

｢反
動
と
流
行
-
明
治
二
〇
年
代
の
西
鶴
復
活
1
｣

(平
田
)

一
九
世
紀
の
文
明
史
的
研
究

班
長

横
山

俊
夫

人
類
史
に
お
い
て
一
九
世
紀
と
は
何
で
あ

っ
た
の
か
?

こ
の
問
い
へ
の
答
え
を
'
常
時
の
情
報
停
播
技
術
と
諸
文

明
の
態
様
と
の
連
関
と
い
う
鋭
鮎
か
ら
さ
ぐ

っ
て
き
た
が
'

一
九
八
八
年
三
月
を
以
て
'
三
年
に
亙
る
研
究
活
動
に
終

止
符
を
打

っ
た
｡
現
在
'
報
告
書

『威
撃
の

一
九
世
紀

(慣
題
)』

の
編
集
作
業
を
す
す
め
て
い
る
｡

な
お
'

一
九
八
八
年
二
月
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
セ
ッ

プ

･
リ
ン
ハ
ル
ト
教
授
が
客
員
班
員
と
し
て
参
加
し
た
O

｢
満
洲
圃
｣
の
研
究

班
長

山
本

有
造

六
一
一



東

方

畢

報

本
研
究
合
は
､
日
本
の
植
民
地
支
配
の
主
要
な

一
環
を

な
し
た

｢
浦
洲
｣
-
中
国
東
北
地
域
に
つ
い
て
'
そ
の
最

終
形
態
と
し
て
の

｢
満
洲
図
｣
期
に
焦
鮎
を
あ
て
'
支
配

の
賓
態
を
統
合
的
に

(政
治
的

･
経
済
的

･
文
化
的
諸
側

面
'
な
ら
び
に
日
本
植
民
地
史
的
お
よ
び
中
国
地
域
史
的

ア
プ

ロ
ー
チ
を
合
せ
て
)
究
明
し
ょ
う
と
す
る
｡

一
年
間

の
準
備
合
の
の
ち
'

1
九
八
七
年
四
月
よ
り
正
式
に
吏
足

し
'
現
在
隔
週
に
研
究
合
を
開
い
て
い
る
｡

関
西
に
お
け
る
関
係
研
究
者
の
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
､
関
東
方
面
か
ら
ゲ
ス
ト

･
ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
-
な
ど

報
告
の
幅
を
虞
げ
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
｡

見
原
益
軒
と
そ
の
時
代

班
長

横
山

俊
夫

1
七
世
紀
後
牛
か
ら

l
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
安
定

期
日
本
社
食
の
性
格
を
考
え
る
た
め
､
貝
原
益
軒
の
著
述

を
学
際
的
な
視
野
か
ら
検
討
し
て
い
る
｡
益
軒
の
知
的
活

動
の
贋
さ
と
讃
老
暦
の
多
様
さ
が
､
そ
の
著
述
に
猪
特
の

敢
合
性
を
輿
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る

初
年
度
の
活
動
と
し
て
'

『
大
疑
錬
』

『
大
和
本
草
』

『
君
子
訓
』

『
京
城
勝
覚
』
の
精
読
を
試
み
た
0
日
本
'

東
方
､
西
洋
各
部
に
ま
た
が
る
班
員
構
成
に
加
え
'
本
年

は
ウ
ィ
ー
ン
大
学
か
ら
セ
ッ
プ

･
リ
ン
ハ
ル
ト
教
授
､
慶

北
大
撃
か
ら
宋
嚢
七
副
教
授
を
客
員
に
迎
え
た
O

明
治
維
新
期
の
研
究

班
長

佐
々
木

克

現
在
の
日
本
近
代
史
研
究
の
動
向
は
､
か
つ
て
明
治
維

新
を
'
絶
封
主
義
天
皇
政
権
の
誕
生
と
み
な
し
て
い
た
見

解
か
ら
､
論
者
に
ょ

っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
註
樺
つ
き
な
が

ら
も
'
そ
れ
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
で
あ

っ
た
t

と

す

る

理
解
が
主
な
潮
流
と
な

っ
て
い
る
｡
こ
-
し
た
襲
化
を
も

た
ら
し
た
要
因
の
1
つ
は
'
急
速
に
展
開
し
た
地
方
自
治

鮭
史
の
編
さ
ん
に
と
も
な
う
史
資
料
の
襲
掘
で
あ
り
'
ま

た
公

･
私
文
書
の
大
量
の
公
開

･
刊
行
と
い
う
新
た
な
状

況
に
ょ
る
も
の
で
あ
る
o
し
か
し
な
が
ら
'
明
治
維
新
に

つ
い
て
の
撃
言
は
､
ほ
ぼ
近
代
史
の
研
究
者
に
限
ら
れ
'

ま
た
新
史
料
も
必
ず
し
も
充
分
に
洞
化

･
吸
収
さ
れ
て
い

る
と
は
い
い
難
い
｡
そ
こ
で
営
研
究
班
で
は
､
近
世
史
研

究
者
の
協
力
を
得
て
､
新
し
い
史
料
を
把
捉
し
た
上
で
､

研
究
史
を
再
検
討
し
'
明
治
維
新
を
化
政
期
か
ら
憲
法
鰻

制
成
立
期

(
お
よ
そ

l
九
世
紀
全
鰹
)
に
至
る
長
い
時
空

の
中
で
考
え
t
か
つ
政
治
の
み
な
ら
ず
､
思
想

･
文
化

･

経
済

･
社
食
等
々
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ

を
試
み
､
し
か
も
襲
革
の
面
と
胎
承
の
面
と
隻
方
に
留
意

し
っ
つ
個
別
研
究
を
積
重
ね
､
最
終
的
に
は
､
明
治
維
新

と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ

っ
た
か
t
と
い
う
こ
と
を
明
確

に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
｡

西

洋

部

諸
宗
教
の
比
較
論
的
研
究

班
長

山
下

正
男

本
研
究
は
'
キ
リ
ス
ト
教
､
イ
ス
ラ
ム
教
'
併
教
､
ヒ

ン
ズ
ー
教
､
道
教
､
神
道
'
各
種
民
間
宗
教
を
研
究
対
象

と
す
る
｡
研
究
方
法
は
文
献
学
的
方
法
と
フ
ィ
ー
ル
ド

･

ワ
ー
ク
的
方
法
を
併
用
す
る
｡

班
員
は
前
掲
の
諸
宗
教
の
う
ち
の
一
つ
ま
た
は
二
つ
の

専
門
家
で
あ

っ
て
､
各
人
は
研
究
合
の
場
で
､
自
己
の
分

野
の
専
門
的
知
識
を
提
供
す
る
と
と
も
に
､
他
の
分
野
の

専
門
家
と
共
同
し
て
比
硬
研
究
に
努
め
る
｡
そ
の
場
合
､

各
宗
教
の
も
つ
重
層
性
に
留
意
す
る
｡
重
層
性
と
は
､
神

学
レ
ベ
ル
､
儀
穫
レ
ベ
ル
､
民
俗
学
的
レ
ベ
ル
か
ら
な
る

重
層
性
を
意
味
す
る
｡
そ
し
て
比
較
に
際
し
て
は
こ
の
三

つ
の
レ
ベ
ル
の
混
同
を
避
け
る
よ
う
に
努
め
る
｡

本
研
究
の
最
終
日
標
は
'
諸
宗
教
の
比
敦
に
ょ

っ
て
､

宗
教

l
般
の
節
約
法
的
定
義
を
見
出
す
こ
と
に
あ
る
o

国
家
の
比
較
先
的
研
究

班
長

中
村
賢
二
郎

本
研
究
で
は
前
近
代
社
食
に
お
け
る
国
家
の
諸
機
能
の

分
析
を
お
こ
な

っ
て
い
る
｡

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中

･
近
世
を
圭

考
察
対
象
と
は
し
て
い
る
が
'
同
時
に
､

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近

六
一二

代
､
日
本
'
中
国
'
西
ア
ジ
ア
と
の
封
比
作
業
も
お
こ
な

わ
れ
た
｡
本
年
度
は
研
究
の
最
終
年
度
に
あ
た
る
た
め
'

同
時
代
人
の
国
家

･
王
権
観
'
国
民

･
民
族
意
識
の
成
立
､

国
家
の
統
治

(圭
と
し
て
行
政

･
財
政
)
機
構
な
ど
に
研

究
閲
心
が
集
ま

っ
た
｡
共
同
研
究
報
告
も
年
度
内
に
公
刊

さ
れ
る
｡

民
族
誌
記
述
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て

班
長

谷

泰

初
年
度

(
八
六
年
)
は
'
民
族
誌
記
述
の
方
法
'
そ
れ

を
行
な
う
際
の
前
提
作
業
と
し
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け

る
意
味
の
読
み
と
り
に
係
わ
る
最
近
の
方
法
論
上
の
議
論

や
主
張
を
批
判
的
に
紹
介
す
る
こ
と
に
焦
鮎
を
お
い
た
｡

八
八
年
度
は
､
八
七
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
'
個
々
の
班
員

の
フ
ィ
ー
ル
ド
お
よ
び
関
心
封
象
に
腰
じ
て
'
具
鮭
的
な

民
族
誌
的
ケ
ー
ス
･
ス
タ
デ
ィ
の
更
表
が
な
さ
れ
た
｡
報

告
者
に
鷹
じ
て
､
志
向
す
る
記
述
の
封
象
が
異
な
り
は
し

た
も
の
の
､
方
法
論
に
つ
い
て
の
共
通
の
問
題
鮎
が
い
く

つ
か
確
認
さ
れ
､
そ
の
上
に
た

っ
て
方
法
の
類
型
化
が
す

す
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
｡

知
識
と
秩
序

-

近
代
に
お
け
る
そ
の
再
編
過
程
-

班
長

阪
上

孝

フ
ラ
ン
ス
革
命
を
は
さ
ん
で

1
八
世
紀
牛
か
ら

1
八
三

〇
年
頃
に
い
た
る
時
期
は
､
政
治

･
経
済
の
領
域
の
み
な

ら
ず
知
識
の
領
域
に
お
い
て
も
大
き
な
革
新
が
進
行
し
'

し
か
も
､
知
識
と
社
食
の
関
係
が
大
き
く
襲
化
し
た
時
代

で
あ
る
｡
敢
合
秩
序
は
神
に
ょ

っ
て
興
え
ら
れ
た
も
の
で

は
な
く
人
間
が
作
る
も
の
だ
と
い
う
新
た
な
前
提
の
も
と

で
､
秩
序
の
建
設
の
た
め
の
知
識
の
形
成
､
そ
の
知
識
の

制
度
化

･
社
合
化
が
重
要
な
課
題
と
な
り
､
ま
た
そ
れ
に

と
も
な

っ
て
社
台
に
お
け
る
知
識
人
集
圏
の
問
題
が
現
れ

て
く
る
の
で
あ
る
｡
本
研
究
は
'
こ
の
時
期
の
知
識
と
秩

序
の
関
係
を
多
角
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
ょ

っ
て
'
近
代

社
食
の
問
題
性
を
そ
の
原
鮎
に
お
い
て
把
握
し
､
同
時
に
'

近
-
二
百
周
年
を
迎
え
る
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
つ
い
て
､
従



乗
と
は
も
が

っ
た
角
度
か
ら
光
を
営
て
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
る
｡
目
下
'
各
分
野
の
研
究
成
果
を
持
ち

寄
り
､
共
通
の
枠
組
を
作
る
作
業
を
進
め
て
い
る
｡

フ
ラ
ン
ス

･
｡
マ
ン
主
義
の
研
究

班
長

宇
佐
美

斉

前
年
に
ひ
き
つ
づ
き
､
フ
ラ
ン
ス
･
ロ
マ
ン
主
義
の
多

角
的
な
分
析
と
そ
の
綜
合
を
め
ざ
し
て
､
各
班
員
の
口
頭

語
表
'
討
論
を
中
心
に
研
究
合
を
つ
か
み
か
さ
ね
た
.
活

動
開
始
後
二
年
目
に
あ
た
る
四
月
以
降
は
'
フ
ラ
ン
ス
･

ロ
マ
ン
主
義
が
捷
起
し
た
諸
問
題
の
う
ち
､
特
に
重
要
と

思
わ
れ
る
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
に
少
し
ず
つ
政
敵
す
る
よ

う
な
形
で
､
研
究
報
告
が
な
さ
れ
た
｡
視
野
の
贋
さ
と
同

時
に
､
切
り
込
み
の
錬
さ
が
要
求
さ
れ
る
封
象
で
あ
る
の

で
､
今
後
の
方
針
と
し
て
は
'
問
題
意
識
の

｢
壊
散
と
集

中
｣
と
い
う
鮎
に
お
い
て
'
班
員
閲
に
l
定
の
合
意
が
な

さ
れ
て
来
て
い
る
｡
な
お
四
月
は
じ
め
に
数
名
の
新
し
い

班
員
の
補
充
が
行
わ
れ
'
研
究
腔
制
が
い
っ
そ
う
強
化
さ

れ
た
｡

俸
統
文
化
の
横
猿
1

古
代
イ
ン
ド
と
イ
ン
ド

･
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
民
族
の
文
化
比
較
-

班
長

井
狩

爾
介

第
二
年
目
に
入

っ
た
本
研
究
班
で
は
､
前
年
に
引
磨
き
､

北
西
イ
ン
ド
の
カ
シ
ミ
ー
ル
地
域
で
作
ら
れ
た
サ
ン
ス
ク

-
ッ
ト
文
献

｢
ニ
ー
ラ
マ
タ
｣
の
合
意
を
進
め
つ
つ
､
七

世
紀
頃
の
こ
の
地
に
お
い
て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
イ
ズ
ム
の
俸
統

文
化
が
ど
の
よ
う
に
編
成
さ
れ
て
い
た
か
の
問
題
を
､
儀

薩
､
暦
法
､
神
話
､
聖
地
停
東
な
ど
を
手
が
か
り
に
し
て

検
討
を
進
め
て
い
る
｡
こ
れ
ま
で
に
テ
ク
ス
ト
全
鰹
の
約

三
分
の
二
に
つ
い
て
検
討
を
終
え
て
い
る
が
'
従
来
の
刊

本
の
検
討
を
通
じ
て
テ
ク
ス
ト
確
立
の
た
め
の
諸
寓
本
の

再
検
討
の
作
業
が
本
年
度
後
年
か
ら
加
わ

っ
て
い
る
｡
こ

れ
ま
で
の
部
分
の
検
討
に
お
い
て
､
本
テ
ク
ス
ト
の
構
成

と
内
容
に
つ
い
て
の
興
味
深
い
様
々
の
新
た
な
知
見
が
得

ら
れ
て
い
る
｡

班
員

井
狩
爾
介
､
山
下
正
男

(以
上
所
内
)

狩
野

嚢

報

恭
'
徳
永
宗
雄
､
御
牧
克
己

(以
上
文
学
部
)

赤
松
明

彦

(九
州
大
)

永
ノ
尾
信
悟

(国
立
民
族
学
博
物
館
)

榎
本
文
雄

(華
頂
女
子
短
大
)

黒
田
泰
司
'
八
木
徹

(以
上
大
阪
寧
院
短
大
)

島
岩

引
田
弘
道

(以
上
愛

知
学
院
大
)

正
信
公
費
､
渡
淑
信
之

(
以
上
東
海
大
)

竹
中
智
泰

(常
葉
学
園
大
)

中
谷
英

明

(神

戸

学

院

大
)

林
隆
夫

(同
志
社
大
)

藤
井
正
人

(大
阪
大
)

矢
野
道
雄
'
山
上
産
道

(以
上
京
都
産
業
大
)

明
清
時
代
の
隣
家
と
証
書

班
長

谷
口
規
矩
雄

本
研
究
班
は

一
九
八
七
年
度
を
以
て
襲
足
以
来
三
年
間

に
わ
た
る
研
究
活
動
を
終
了
｡
こ
の
間
'
班
員
各
位
の
研

究
課
題
は
そ
の
自
主
的
選
樺
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
が
､
た

だ
全
鰻
と
し
て

一
層
の
ま
と
ま
り
を
も
つ
べ
く
'
研
究
封

象
の
時
期
を
な
る
べ
-
明
末
清
初
期
に
絞
る
よ
う
要
請
し

て
い
た
｡
八
八
年
度
末
に
出
版
さ
れ
る

『
明
末
清
初
期
の

研
究
』
は
'
こ
れ
に
癒
え
て
提
出
さ
れ
た
班
員

一
四
名
の

論
文
か
ら
な
る
も
の
で
､
本
研
究
班
の
研
究
成
果
で
あ
る

と
と
も
に
'
そ
の
様
な
成
果
を
生
み
出
し
た
班
員
各
位
の

惜
し
み
な
い
協
力
を
記
念
す
る
も
の
で
も
あ
る
｡

漢
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究

班
長

永
由

英
正

漠
代
の
簡
贋
､
烏
書
'
石
刻
の
類
は
､
後
世
に
な

っ
て

整
理
編
集
さ
れ
､
印
刷
さ
れ
た
文
献
と
は
異
な
り
'
同
時

代
史
料
と
し
て
漠
代
史
研
究
に
は
欽
か
せ
な
い
貴
重
な
資

料
で
あ
る
｡
し
か
も
近
年
で
は
､
こ
れ
ら
の
資
料
は
中
国

の
各
地
に
お
い
て
相
次
い
で
車
見
さ
れ
'
そ
の
数
は
著
し

く
増
加
し
て
き
た
0
本
研
究
は
こ
れ
ら
の
資
料
を
蒐
集
整

理
し
て
可
能
な
か
ぎ
り
正
確
な
揮
講
を
行
い
､
併
せ
て
こ

れ
ら
の
資
料
を
漠
代
史
研
究
史
料
と
し
て
有
数
に
利
用
す

る
た
め
に
は
如
何
な
る
研
究
方
法
を
と
る
べ
き
か
を
従
来

の
諸
研
究
を
ふ
ま
え
て
検
討
し
'
漠
代
史
研
究
に
新
し
い

研
究
領
域
を
開
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
計
董
さ
れ
た
｡

初
年
度
に
あ
た
る
本
年
は
､
先
ず
ス
タ
イ
ン
の
第
二
次

探
険
で
護
見
し
た
敦
塩
漠
簡
を
取
り
上
げ
､
か
つ
て
居
延

漢
衝
で
採
用
し
た
と
同
じ
方
法
で
寓
虞
カ
ー
ド
化
を
進
め

る
と
と
も
に
'
四
月
か
ら
九
月
ま
で
ほ

『疏
勘
河
流
域
出

土
漠
簡
』
を
テ
キ
ス
ト
に
永
田
英
正
'
富
谷
至
'
佐
原
康

夫
'
角
谷
常
子
､
藤
里
局
夫
､
大
川
俊
隆
'
書
本
道
雅
が

捨
嘗
し
て
敦
燥
漢
筒
の
樺
文
の
校
訂
と
研
究
を
行
な

っ
た
｡

ま
た
石
刻
類
に
関
し
て
は
本
研
究
所
の
豊
冨
な
拓
本
資

料
と
寓
虞
カ
ー
ド
を
基
礎
に
し
て
､
こ
れ
も
四
月
以
来
新

資
料
を
幕
虞
カ
ー
ド
で
追
加
す
る
作
業
を
進
め
て
き
た
が
､

敦
塩
漠
簡
の
主
要
な
部
分
が

一
段
落
し
た

一
〇
月
以
降
は

石
刻
の
研
究
に
移
行
し
､
注
樺
の
作
成
を
進

め
て
い
る
｡

一
〇
月
以
降
の
捨
皆
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

一
〇
月

一
四
日

鮮
干
璃
碑

富
谷

至

一
〇
月
二
八
日

魯
峻
碑

二
二
老
趨
寛
碑

永
田

英
正

二

月

二

日

開
通
褒
斜
道
摩
崖

･
石
門
頭

二

月
二
五
日

穫
器
碑

･
校
官
碑

二

一月

九
日

襲
琴
紀
功
碑

･
楊
震
碑

個

人

研

究

東

方

部

中
国
音
韻
史
の
研
究

殿
周
文

物
の
考
古
学
的
研
究

中
国
の
詩
学

中
国
古
代
の
撃
撃
と
思
想

宋
代
の
官
僚
制
度

六
朝
情
唐
精
神
史

隔
唐
紅
合
史
研
究

五
四
時
期
に
お
け
る
中
国
融
合
主
義
の
研
究

末
次

信
行

稲
葉

一
郎

渡
遥
信

一
郎

尾
崎
雄
二
郎

林

巳
奈
夫

荒
井

健

山
田

慶
兄

梅
原

郁

吉
川

忠
夫

嘱
波

護

プ
レ
-
イ
ス
ラ
ム
期
中
央
ア
ジ
ア
の
考
古
学

中
国
中
世
土
地
所
有
の
研
究六

二
二



東

方

畢

級

六
朝
道
教
思
想
研
究

古
代
中
国
に
お
け
る
説
話
俸
承
の
研
究

中
国
美
術
の
造
形
と
意
味

中
国
建
築
の
様
式

･
技
法

･
空
間

近
代
申
開
綿
紡
織
業

東
北
作
家
の
文
革

明
清
学
術
史
の
研
究

l
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
中
国
勢
働
運
動

明
末
清

初
士
大
夫
思
想
研
究

中
国
古
代
都
市
論

漢
唐
閲
に
お
け
る
天
文
学
と
文
化

中
国
近
現
代
教
育
史
の
研
究

中
園
の
中
世

･
近
世
給
喜

イ
ス
ラ
ム
勢
力
進
出
期
の
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
･
北
イ
ン
ド

併
数
論
理
学

(困
明
)
史
研
究

中
図
中
世
の
政
治
と
社
食

日

本

部

日
本
近
代
文
化
史
の
研
究

日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
研
究

植
民
地
経
済
の
研
究

廃
藩
置
願
の
研
究

河 小 新 佐 三 江 井 村 森 田 骨 小 秦
野 林 井 原 酒 田 上 EEE 中 布 南 谷

川
道 教 晋 康 秀 憲 裕 時 - 邦
房 子 司 夫 - 治 進 子 彦 淡 寛 邦 夫

近
代
配
合
の
家
族

阪
上

フ
ラ
ン
ス
散
文
詩
の
研
究

宇
佐
美

シ
ュ
メ
ー
ル
行
政

･
経
済
文
書
の
研
究

前
川

イ
ン
ド
世
界
の
儀
蕗
の
研
究

井
狩

群
衆
現
象
の
配
合
撃

冨
永

ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
宗
教
と
社
台

田
中

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
二
世
紀
の
論
理
学
と
意
味
論
岩
熊

社
食
構
造
の
概
念
に
関
す
る
社
食
哲
学
的
考
察浅
由

孝欝
和
也
爾
介
茂
樹
雅

一

幸
男

六

1
四

新
井

｢
湖
南
第

一
秒
廠
｣

森

二

一月

一
五
日

｢
王
達
知
侍
｣

吉
川

｢漢
代
郡
麻
の
財
庫
に
つ
い
て
｣

佐
原

｢
宋
数
仁
と
俸
統
学
術
｣

〓

l月
二
1
日

｢
唐
代
融
合
と
金
頗
｣

｢
李
義
山
詩
集
績
考
｣

曹
司
時
彦
忠
夫

康
夫

直
樹護摩

朽
葉

穣

船
山

徹

辻

正
博

西
洋
中
世
政
治
思
想
史

デ
カ
ダ
ン
ス
研
究

東
方
部
研
究
曹
東
方
学
報
五
九
筋
書
評

1
月

一
三
日

林
論
文
許

浅
原
論
文
辞

l
月
二
七
日

竹
内
論
文
評

井
波
論
文
許

河
野
勝
村
小
林
梅
原

司 志 彰

事

莱

概

況

夏
期
講
座
-

歴
史
と
現
在
-

敦 哲 道
郁 子 也 房

九
八
八
年
八
月

於

本
館
大
合
議
室

日

普
聾
多
重
テ
ク
ス
ト

飛
鳥
井
雅
道

古
屋

哲
夫

山
本

有
造

佐
々
木

克

文
化
史
お
よ
び
文
明
史
と
し
て
の
国
民
国
家
の
形
成

横
山

俊
夫

二
月

三
日

｢
湊
代
の
官
衛
と
展
更
に
つ
い
て
｣

佐
原

康
夫

｢義
塾
の
宇
宙
｣

小
南

一
郎

二
月

1
七
日

｢
中
国
舌
代
の
遺
物
に
表
は
さ
れ
た

『気
』
の
圏
像
的
表
現
｣

日
本
近
世
配
合
に
お
け
る
政
治
権
力

政
治
文
化
の
中
の
社
食
理
論

日
本
帝
国
主
義
の
経
済
構
造

日
本
近
代
文
学
の
研
究

近
代
日
本
形
成
期
に
お
け
る
地
域
構
造

西

洋

部

ド
イ
ツ
宗
教
改
革
史

西
洋
論
理
思
想
史

敢
合
的
相
互
行
為
の
解
語

藤
井

譲
治

山
重

信

1

杉
本

俊
宏

平
田

由
美

奥
村

弘

中
村
賢
二
邸

山
下

正
男

谷

泰

｢
漢
学
の
成
立
｣

東
方
寧
報
六
〇
筋
書
評

蘇井
上
巳
奈
夫進

-
文
革
に
お
け
る
叙
述
の
方
法
-
平
田

歴
史
と
文
学
の
方
法

-
司
馬
遼
太
郎
か
ら
安
部
公
房
ま
で
～
佐

々
木

二
日

陸
世
儀
の
心
性
論

三
浦

コ
ッ
ト
ン
･
ロ
ー
ド

森

三
日

｢
ノ
リ
｣
と
い
う
こ
と
ば

-
能
楽
で
の
用
法
と
現
代
的
用
法
-藤
田

由
美克

秀

一

時
彦

陸
別

二

月

二
日

二

月

一
六
日

1
1
月
三
〇
日

二

一月

七
日

林
論

文
許

山
田
論
文
許

小
南
論
文
評

梅
原
論
文
評

骨
布
川
論
文
評

三
浦
論
文
評

褒
谷
倍
兼
釈
閲
田
中
船
山
森

時 直 邦
彦 徹 淡 樹 穣 夫

現
代
に
語
り
つ
が
れ
る
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ

田
中

雅

1

開
所
記
念
公
開
講
演
書

1
九
八
八
年

1
0
月
二
七
日

五
四
運
動
と

努
働
老

-
中
国
労
働
運
動
史
の
起
鮎
-

於

本
館
大
合
議
室

｢
暦
法
の
登
達
と
政
治
過
程
｣

日
本
近
世
社
食
に
お
け
る
武
家
の
官
位

江
田

憲
治

藤
井

譲
治



ノ
ア
の
子
孫
の
食
卓

-
そ
の
語
り
の
意
味
分
折
～

谷

泰

停
年
退
官
教
授
講
演
禽

一
九
八
八
年
三
月

一
七
日

午
後

一
時
牛
於

本
館
大
合
議
室

一
般
意
志

-
神
意
か
ら
民
意

へ
1

樋
口

謹

一

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
詩
を
蔑
む

夢
出
道
太
郎

一
九
八
八
年
度
漢
籍
括
普
職
員
講
習
曹

〔漢
籍
電
算
虞
理
〕
は
､
本
革
大
型
計
算
磯
セ
ン
タ
ー

の
協
力
を
得
て
一
〇
月
三
日
よ
り
同
月
七
日
ま
で
次
の
通

り
行
な
わ
れ
た
｡

三
日

漢
字
文
献
虚
理
の
諸
問
題

(講
演
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
敦
技

星
野

聴

東
洋
学
文
献
類
目
の
編
集
と
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

(講
義
)

都
築

澄
子

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て

(講
義
)

大
型
計
算
磯
セ
ン
タ
ー
助
手

萩
野

達
也

計
算
機
虞
理
入
門

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
技
官

隈
元

菓
子

四
日

A
L
A
文
字
と
東
南
ア
ジ
ア
言
語
虞
理
(講
義
)

大
阪
国
際
大
学
助
教
授

柴
山

守

東
洋
学
文
献
類
目
の
計
算
機
虞
理

(幕
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
技
官

河
野

典

学
術
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(講
義
)

大
型
計
算
擁
セ
ン
タ
ー
技
官

横
井

恒
正

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
(
1
)
(箕
習
)

五
日

計
算
機
入
門

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
助
教
授

島
崎

虞
昭

漢
字

コ
ー
ド
の
話

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
技
官

小
揮

義
明

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
(
2
)
(賓
習
)

六
日

エ
キ
ス
パ
ー
ト
シ
ス
テ

ム

と

情
報
検
索
(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
助
手

大
西

淳

嚢

報

学
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
助
教
授

金
津

正
憲

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
(
3
)
(賓
習
)

七
日

附
属
園
書
館
見
学

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
見
学

東
洋
学
文
献
類
目
と
漢
籍
目
録
の
電
算
化

(請

義
)

一
九
八
八
年
度
漢
籍
塘
普
職
員
講
習
曹

〔初
級
〕
は
､

二

月
七
日
か
ら
同
月

1

次
の
通
り
行
な
わ
れ
た
｡

七
日

漢

籍

(講
義
)

四
部
分
類

(講
義
)

滋
賀
大
学
助
教
技

八
日

日
銀
法
(
-
)
(講
義
)

〝

(
Ⅰ
)
(
〝
)

勝
村

哲
也

二
日
ま
で
'

梅
原

都

井
波

陵

一

田
中

久
子

〃

〃

九
日

四
角
壁

鳩

と

三

角

編

親

法

賓
習

一〇
目

地
志

(講
義
)

賓
習

〓

日

新
草
書

(講
義
)

賓
習

二

一日

質
疑
磨
答

所

員

動

静

(講
義

)森
賀

一
恵

井
上

進

森

時
彦

樋
口
謹

1
､
夢
国
道
太
郎

(西
洋
部
)
南
教
投
は
､
停

年
退
官

(
三
月
三
一
日
付
)'

京
都
大
学
名
馨
教
授
の

稀
既
を
渓
輿

(
四
月

1
日
付
)0

永
由
英
正
滋
賀
大
学
教
育
学
部
教
授

は
､
併
任
教
授

(東
方
部
).
(比
較
文
化
研
究
部
門
､
四
月

一
日
～

一

九
八
九
年
三
月
三
1
日
)

谷
山
正
道
虞
島
大
挙
文
学
部
助
教
授
は
'
併
任
助
教
授

(
日
本
部
)0
(比
較
文
化
研
究
部
門

四
月

一
日
～
一

九
八
九
年
三
月
三
一
日
)

林

武
箕
助
手

(東
方
部
)
は
､
辞

任

(
三
月

三

1

日
)
の
上
､
名
古
屋
外
国
語
大
挙
講
師
に
輸
出
｡

細
川
弘
明
助
手

(西
洋
部
)
は
'
東
京
外
国
語
大
学
外

囲
語
草
部
講
師
に
昇
任

(四
月

l
日
付
)

鈴
木
群
二
助
手

(
日
本
部
)
は
'
新

任

(
三
月

三

1

日
)
の
上
､
立
命
館
大
学
文
学
部
助
教
授
に
韓
出
.

浅
原
達
郎
助
手

(東
方
部
)
は
､
鮮

任

(
三
月

三

一

日
)
の
上
､
神
戸
商
科
大
学

(人
文
科
学
科
捨
督
)
助

教
授
に
韓
出
｡

杉
山
正
明
助
手

(東
方
部
)
は
､
鮮
任

(
三
月

三

一

日
)
の
上
､
京
都
女
子
大
学
講
師
に
特
出
｡

森

時
彦
愛
知
大
学
法
経
学
部
助
教
授
は
､
常
研
究
所

助
教
授

(東
方
郡
)
に
採
用
.

阪
上

孝
助
教
授

(
西
洋
郡
)
は
'
教
授
に
昇
任
｡

藤
田
陸
別
氏
を
助
手

(
西
洋
部
)
に
採
用

(以
上
四
月

一
日
付
)

小
南

1
郎
助
教
授

(東
方
部
)
は
､
教
授
に
昇
任

(
五

月

一
日
付
)

田
中
雅

1
国
立
民
族
学
博
物
館
第
二
研
究
部
助
手
は
常

研
究
所
助
教
授
に
昇
任

(
六
月

一
日
付
)

船
山

徹

･
朽
葉

穣
両
氏
を
助
手

(東
方
部
)
に

採
用

(
八
月

一
日
付
)
0

辻

正
博
氏
を
助
手

(東
方
部
)
に
採
用

(
一
〇
月

l

日
付
)0

佐
々
木

克
助
教
授

(
日
本
部
)
は
教
授
に
昇
任

(
一

1
月

一
日
付
)

浅
用

彰
助
手

(
西
洋
部
)
は
､

1
月

二

日
伊
丹
蒙
､

パ
-
に
於
い
て

｢
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
的
ア
ィ
デ
ソ
テ

ィ
テ
ィ
｣
に
関
す
る
国
際
合
議
に
出
席
し
､
社
合
構
造

の
概
念
に
関
す
る
社
食
哲
学
的
考
察
に
つ
い
て
の
資
料

六

一
五



東

方

学

報

収
集
を
終
え
､
同
月

1
八
日
蹄
園
｡

横
山
俊
夫
助
教
授

(
日
本
部
)
は
'

1
月
二

〇
日
伊
丹

吏
'
ソ
ウ
ル
大
学
'
慶
北
大
学
等
で
韓
国
の
高
等
教
育

･
研
究
機
関
に
お
け
る
学
術
交
流
の
箕
情
調
査
を
終
え
､

同
月
二
七
日
蹄
園
｡

横
山
俊
夫
助
教
授

(
日
本
部
)
は
'
二
月
二
八
日
伊
丹

護
'
タ
イ
園
の
ク
マ
サ
ー
ト
大
挙
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
､

チ
ェ
ン
マ
イ
大
挙
歴
史
学
部
等
で
タ
イ
に
お
け
る
日
本

研
究
の
現
況
調
査
を
終
え
'
三
月

一
五
日
師
団
｡

小
林
敦
子
助
手

(東
方
部
)
は
'
二
月
二
九
日
伊
丹
費
､

華
橋
大
学
'
華
北
師
範
大
学
等
に
於
い
て
華
僑
教
育
の

現
状
調
査
を
終
え
'
三
月

一
五
日
蹄
園
｡

浅
田
彰
助
手

(西
洋
部
)
は
'
三
月
三
日
伊
丹
妻
､

コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
近
代
日
本
文
撃
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

に
出
席
し
､
三
月

一
六
日
師
団
｡

田
中
淡
助
教
授

(東
方
部
)
は
､
三
月
八
日
伊
丹
登
'

南
京
工
学
院
建
築
研
究
所
､
五
重
山
､
永
楽
官
等
で
古

建
築
調
査
を
終
え
'
同
月
三

一
日
蹄
園
｡

岩
熊
幸
男
助
手

(
西
洋
部
)
は
'
五
月
二
二
日
伊
丹
棄
'

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
大
挙
で
第
八
回

中
世
論
理
学

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
し
､

同
月
二
九
日
節
園
｡

甚
野
筒
志
助
手

(西
洋
部
)
は
､
ド
イ
ツ
学
術
交
流
合

の
招
請
に
ょ
り
'
六
月
五
日
伊
丹
吏
'
ゲ
ー
テ

･
イ
ン

ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
'

マ
ッ
ク
ス
･
ブ
ラ
ン
ク
歴
史
研
究

所
､
ケ
ン
ブ
-
ッ
ジ
大
学
等
で
､

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
社

食
史
研
究
及
び
資
料
収
集
し
､

一
九
八
九
年
九
月
三
〇

日
に
蹄
国
務
定
｡

林

巳
奈
夫
教
授

(東
方
部
)
は
､
六
月

二

日
伊
丹

李
､

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
チ
ャ
イ
ナ
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー

ト
で
中
国
古
玉
器
に
関
す
る
研
究
資
料
収
集
し
､
同
月

二
六
日
帝
国
｡

宇
佐
美

斉
助
教
授

(
西
洋
部
)
は
､
文
部
省
在
外
研

究
員
と
し
て
'
六
月
二
七
日
伊
丹
襲
､
パ
リ
第
七
大
挙

で
フ
ラ
ン
ス
近
代
詩
に
関
す
る
研
究
調
査
､
ル
ー
ブ

ァ

ン
大
学
'

ロ
ン
ド
ン
大
学
で
'
同
資
料
収
集
を
終
え
'

1
0
月
八
日
肝
園
｡

谷

黍
教
授

(西
洋
部
)
は
､
六
月
二
七
日
成
田
更
へ

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
-
ユ
ー
ジ
ア
ム
､
イ
タ
-
ア
の
ア
ブ

ル
ッ
ツ
オ
市
内
及
び
周
適
地
域
で
食
詰
的
社
交
に
関
す

る
研
究
調
査
'

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
ザ
グ
レ
ブ
国
際
学

合
で
国
際
人
類
学
民
族
学
合
に
出
席
し
'
八
月
二
五
日

蹄
園
｡

山
本
有
造
教
授

(
日
本
部
)
は
七
月

l
三
日
伊
丹
吏
'

延
吉
市
で
東
北
地
区
中
日
関
係
史
研
究
合
に
出
席
'
書

林
市
に
お
い
て
東
北
経
済
史
学
術
討
論
合
に
出
席
し
'

八
月

一
日
蹄
園
｡

田
中
淡
助
教
授

(東
方
部
)
は
'
七
月

1
八
日
伊
丹
登
'

中
華
人
民
共
和
国
山
東
省
威
港
市
の
赤
山
法
花
院
遺
跡

で
考
古
学
的
調
査
を
終
え
'
同
月
二
五
日
帝
国
｡

前
川
和
也
助
教
授

(西
洋
部
)
は
'
七
月
三

7
日
伊
丹

蒙
'
大
英
博
物
館
で
シ
ュ
メ
ー
ル
枚
形
文
字
文
書
の
研

究
を
終
え
へ
八
月

一
九
日
蹄
園
｡

田
中
淡
助
教
授

(東
方
部
)
は
､
八
月
三
日
成
田
襲
'

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
で
第
五
同
中

国
科
学
史
国
際
合
議
に
出
席
し
､
メ
-
ロ
ボ
-
タ
ン
美

術
館
等
で
資
料
収
集
を
終
え
､
同
月

1
八
日
帝
国
｡

井
狩
爾
介
助
教
授

(西
洋
部
)
は
､
文
部
省
科
挙
研
究

費
補
助
金
に
ょ
り
､
八
月
八
日
伊
丹
蒙
､
イ
ン
ド
国
立

公
文
書
館
で
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
文
献
調
査
､
カ
シ
-
1
ル
大

挙
で
ナ
-
ガ
信
仰
調
査
'
ジ
ャ
ン
ム
大
挙
で
ヒ
ン
ド
ゥ

ー
儀
蔭
調
査
を
終
え
､
九
月
七
日
帝
国
｡

横
山
俊
夫
助
教
授

(
日
本
部
)
は
'
九
月
六
日
伊
丹
襲
'

ダ
ラ
ム
大
挙
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
研
協
合
総
合
に
出
席

し
'
大
英
圃
書
館
'
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
等
で
資

料
調
査
を
終
え
､
同
月
二
九
日
節
園
｡

六

一
六

･
佐
原
康
夫
助
手

(東
方
部
)
は
､
九
月
二
三
日
伊
丹
更
'

徐
州
師
範
大
学
で
中
国
秦
湊
史
研
究
合
に
出
席
し
､
西

北
大
挙
歴
史
系
で
資
料
収
集
を
終
え
'

一
〇
月

二

一日

蹄
園
｡

｡
骨
布
川

寛
助
教
授

(東
方
部
)
は
'

一
〇
月

1
四
日

伊
丹
拳
'
北
京
大
学
で
中
国
室
討
論
合
に

出
席
し
､
南

京
蛮
術
院
南
京
博
物
院
'
隣
西
省
考
古
研
究
所
等
で
'

中
国
美
術
資
料
収
集
を
終
え
､

二

月

1
八
日
蹄
園
｡

o
田
中
雅

一
助
教
授

(
西
洋
部
)
は
'
文
部
省
科
挙
研
究

費
補
助
金
に
て
'

二

月
二
八
日
伊
丹
諌
'
カ
ル
カ
ッ

タ
大
挙
､
デ
リ
ー
大
挙
'

マ
ド
ラ
イ
大
挙
で
僧
院
に
お

け
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
儀
蔭
調
査
を
し
'
タ
､､､
ル
ナ
ー
ド
古

文
書
館
'
ネ
ル
-
大
学
で
僧
院
に
関
す
る
文
献
収
集
調

査
を
終
え
､

一
九
八
九
年
二
月

l
六
日
蹄
園
｡

｡
井
狩
禰
介
助
教
授

(
西
洋
部
)
は
'
文
部
省
在
外
研
究

員
と
し
て
､

二

一月

1
日
伊
丹
護
､

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

で
ヴ

ェ
-
ダ
儀
薩
と
そ
の
世
界
観
の
研
究
へ
カ
-
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
､

ヘ
ル
シ
ン
キ
大
挙
､
イ

ソ
ド
の
プ
ネ
-
大
挙
で
ヴ
ェ
-
ダ
文
献
寄
木
資
料
収
集

を
L
t

1
九
八
九
年
八
月
三

1
日
蹄
園
譲
定
｡

O
桑
原
武
夫
名
巻
数
技

(
八
三
才
)
は
四
月

T
〇
日
逝
去
0

0
着I
州
｣

劉
制
劉
刻
州矧

(
八
二
才
)
は
六
月

一
日
逝
去
｡

外
国
人
研
究
員

(
日
本
寧
客
員
部
門
)

S
e
p
p
L
in
h
a
rt

ウ
ィ
ー
ン
大
学
教
授

近

代

日
本
の
都
市
住
民
の
飴
暇
行
動

受
入
教
官

横
山
助
教
授

期

間

二
月

一
日
～
九
月
三
〇
日

外
国
人
研
究
員

(比
較
社
膏
客
員
部
門
)

何

忠

蔭

杭
州
大
挙
歴
史
系
助
教
授

宋
代
の
政
治
と
社
食
の
研
究



受
入
教
官

梅
原

教
授

期

間

二
月

〓
ハ
日

～
八
月

一
五
日

｡
本
学
招
蒋
外
国
人
学
者
受
入
れ
要
項
に
ょ
り
､
本
研
究

所
に
お
い
て
共
同
研
究
に
参
加
す
る
外
国
人
学
者
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
｡

夏

剛

中
国
社
合
科
学
院
外
囲
文
学
研
究
所
助
理
研

究
員

日
本
の
戦
後
文
革
と
文
革
後
の
中
国
文
学
の
比
較

研
究

受
入
教
官

荒
井
教
授

期

間

六
月
三
〇
日
～
一
九
八
九
年
六
月
二
九
日

B
a
rd
w
eE
L
.
S
m
ith

カ
ー
ト
ン
カ
レ
ッ
ジ
教
授

水
子
供

養
の
賓
態
調
査
お
よ
び
歴
史
研
究

受
入
教
官

横
山
助
教
授

期

閲

七
月

1
五
日
～
1
1
月
三
〇
日

馬

安

東

杭
州
大
挙
(
日
本
語
)
助
教
授

日
本
近
代
思
想
史
の
研
究
受
入
教
官

佐
々
木
教
授

宋

秦

七

慶
北
大
学
校
師
範
大
挙
倫
理
教
育
科
副

敦
投

一
七
･
一
八
世
紀
の
日
韓
思
想
史
の
比
故
研
究

受
入
教
官

横
山
助
教
授

期
間

四
月

l
日

～
七
月

1
0
日

歴

青

群

中
国

科
学
院
自
然
科
学
史
研
究
所
助
理

研
究
員

日
本
に
お
け
る
中
国
留
学
及
び
中
国
馨
撃
史
研
究
の

歴
史
と
現
状

受
入
教
官

山
田
教
授

期
間

二

一月
六
日
-
1
九
八
九
年

二

l月
五
日

外
国
人
共
同
研
究
者

F
a
b
rizio
P
reg
a
d
io

イ
タ
-
ア
東
方
撃
研
究
員

日

中
の
宗教
と
馨
撃
史

受
入
教
官

山
田
教
授

期
間

一
〇
月

l
日
～

l
二
月
三

一
日

桑

報

｡
本
学
研
修
員
規
程
に
ょ
り
'
本
研
究
所
に
お
い
て
研
修

す
る
外
国
人
研
修
員
と
そ
の
題
目
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
｡

M
e
s
nit
E
velyne

パ
リ
第
七
大
学
院
生

五
代
四
川
悌
教
と
道
教
給
蓋
指
導
教
官

荒
井
教
授

期

間

四
月

一
日

～
l
九
八
九
年
三
月
三
一
日

Da
n
i
et
M
a
rier

ト

ロ
ン
ト
大
学
院
生

中国
女
性
史
の
研
究

指
導
教
官

嘱
渡
教
授

期

間

四
月

1
日
～

一
九
八
九
年
三
月
三
1
日

F
rsn
mO
ise
B
o
tte'ro

パ
-
第
七
大
学
院
生

中
国
先
秦

文
学
の研
究

指
導
教
官

尾
崎
教
授

期

間

四
月

l
日
～

l
九
八
九
年
三
月
三
一
日

Jo
h
n
A
.
T
u
ck
er

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
院
生

荻
生
祖
裸
の

｢辞
名
｣
-
覇
詩
と
分
析

期

開

九
月

一
日
～

一
九
八
九
年
七
月
三
1
日

M
a
rg
u
erite
W
etts

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
院
生

新
劇
に
お
け
る
笑
い

指
導
教
官

横
山
助
教
授

期

間

九
月
二
四
日

～
一
〇
月
二
三
日

R
ic
h
ard
P
io
ru
n
sk
i

フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋
言
語
文
明

研
究
所
博
士
課
程

新
情
報
シ
ス
テ
ム
の
敢
合
受
容
に
か
か
わ
る
敢
食

文
化
的
背
景

指
導
教
官

谷

教
授

期

間

1
0
月

l
日
-
1
九
八
九
年
三
月
三
〇
日

Sy
lk
e
U
.
S
c
herrm
a
n
n
ハ
イ
デ
ル
.ベ
ル
グ

大
学
院

生

湛
水
流
域
の
文
化
費
展
と
春
秋
時
代
の
諸
地
域
文
化

相
互
の
交
流
関
係

指
導
教
官

林

教
授

期

間

一
〇
月

一
目
～
一
九
八
九
年
三
月
三
〇
日

E
ric
L
a
u
re
n
t
パ
リ
第

七
大
学
院
生

日
本
に
お
け
る
民
族
動
物
学
指
導
教
官

谷

春

期

聞

一
〇
月
六
日
～
l
九
八
九
年
九
月
三
〇
日

出

版

物

紀

要

東
方
学
報

第
六
〇
筋

(紀
要
第

1
〇
六
筋
)

一
九
八
八
年
三
月
三
l
日
刊

人
文
学
報

第
六
三
筋

(紀
要
第

l
〇
七
筋
)

一
九
八
八
年
三
月
三
一
日
刊

Z
IN
B
U
N

(欧
文
紀
要
)
第
二
二
親

一
九

八
八
年
三
月
三
一
日
刊

研
究
報
告
そ
の
他

東
洋
単
文
戯
類
目

一
九
八
五
年
度

附
属
東
洋
学
文
戯

セ
ン
タ
ー
編

1
九
八
八
年
二
月
二
九
日
刊

東
洋
学
文
献
類
目

l
九
八
六
年
度

附
属
東
洋
学
文
献

セ
ン
タ
ー
編

l
九
八
八
年

一
二
月
二
八
日
刊

漠
語
史
の
諸
問
題

尾
崎
雄
二
郎
編

一
九
八
八
年
三
月
三
一
日
刊

韓
形
期
の
中
国

竹
内

宴
編

｢縛
の
文
化
｣
資
料
編

｢
碑
林
僧
晋
停
｣
評
注

第

1
筋

l
九
八
八
年
三
月
三
一

朗
報

｢人
文
｣
第
三
四
競

一
九
八
八
年
三
月
三
一

柳
田
堂
山
編




